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まとめ 

 

障害児者の教育・福祉については、地域生活・余暇支援のシステム構築が早急な課

題として、求められるようになって来ている。本研究は、国の規模や人口バランスな

どに共通性を持ち、社会介護法など日本における障害者・高齢者福祉の様々な支援制

度のモデルにしてきたドイツを対象に、障害児者の教育と福祉の関わりとともに地域

の社会資源を活用した余暇支援のあり方について縦断的な質的調査を通して明らかに

することを目的としたものである。 

ドイツでは、日本で介護や生活・経済的支援の陰で見落とされてきた障害者の余暇

支援について、旧来の健常者の「クラブシステム」をベースに、教育と福祉を繋ぐユ

ニークな支援が展開されている。少子化の進展と自立支援法の施行などにより、日本

の学校や福祉施設において、その機能が低下しつつある余暇支援システムの再構築に

むけて、地域の持つ支援力を生かしたドイツの取り組みは、大きな示唆を与えるもの

となるように思われる。 

一方、障害者の権利条約の批准に伴い、特別支援学校の組織や機能が大幅に変わり

つつある様子が見られた。このような変化が今後の地域モデルにどのように影響して

いくのかなど、今後さらなる情報収集が求められよう。 
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